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三十三観音図の変異

　
は
じ
め
に

東
福
寺
の
「
三
十
三
観
音
図
」
三
十
三
幅
は
、
室
町
時
代
の
東
福
寺
の
画
僧
・

明
兆
が
描
い
た
三
十
一
幅
、
江
戸
時
代
の
絵
師
・
狩
野
山
雪
が
補
作
し
た
二
幅

か
ら
成
る
。
画
面
下
部
に
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
（
観
音
経
）」

の
経
意
に
基
づ
く
場
面
を
描
き
、
画
面
上
部
で
大
き
な
円
の
中
に
白
衣
観
音
を

描
い
た
作
品
で
あ
る 

（1）

。

こ
の
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
、「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
像
」
と
い
う
拙

稿
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る 

（2）

。
そ
の
中
で
三
十
三
観
音
図
の
画
面
下
部
が
、

中
国
明
時
代
の
木
版
折
本
で
あ
る
洪
武
二
十
八
年
（
一
三
九
五
）
版
「
出
相
観

音
経
」
の
図
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
更
に
そ
の
図
に
背
景
が
描
き
足
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
出
相
観
音
経
と
い
う
の
は
絵
入
り
の
観
音
経
の

こ
と
で
あ
り
、
三
十
三
観
音
図
の
画
面
下
部
は
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経

に
掲
載
さ
れ
る
四
〇
図 

（3）

の
う
ち
三
三
図
の
画
面
下
部
を
参
考
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
十
三
観
音
図
の
画
面
上
部
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
指

摘
し
た
。
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
に
掲
載
さ
れ
る
図
の
画
面
上
部
に
は

様
々
な
姿
の
変
化
観
音
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
三
十
三
観
音
図
で
は
そ
れ
ら
が

白
衣
観
音
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
十
三
幅
を
並
べ
た
時
、
中
央
に
位

置
す
る
こ
と
に
な
る
「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図
01
）
の
正
面
向

き
の
白
衣
観
音
に
中
尊
の
役
割
を
担
わ
せ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
白
衣
観
音
は

概
ね
顔
や
指
先
な
ど
を
向
け
る
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

拙
稿
の
内
容
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
東
福
寺

の
三
十
三
観
音
図
を
論
じ
切
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
問
題
が
複
数
残
っ
た
。
そ

の
一
つ
が
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
か
ら
派
生
し
た
三
十
三
幅
構
成
の
作
品
群

の
問
題
で
あ
る
。
拙
稿
を
発
表
し
た
時
点
で
、
そ
の
よ
う
な
作
品
が
複
数
存
在

す
る
こ
と
が
既
に
知
ら
れ
て
い
た
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
卓
峰
道
秀
が

描
い
た
「
観
音
変
相
図
」
三
十
三
幅
（
東
京
国
立
博
物
館
）
が
早
く
か
ら
紹
介

さ
れ
て
い
た
し 

（4）

、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
原
在
中
が
描
い
た
「
観
音

三
十
三
身
」
三
十
三
幅
（
酬
恩
寺
）
も
よ
く
知
ら
れ
る
作
品
だ
っ
た 

（5）

。
し

か
し
、
私
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
は

そ
の
問
題
よ
り
も
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
う
ち
二
幅
を
補
作
し
た
狩
野

三
十
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観
音
図
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変
異
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て
お
き
た
い
。

（
A
）
明
兆
　
三
十
三
観
音
図
（
三
十
一
幅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）　
東
福
寺

（
D
）
狩
野
山
雪
　
三
十
三
観
音
図
（
二
幅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）　
東
福
寺

先
ず
、
東
福
寺
の「
三
十
三
観
音
図
」で
あ
る
。『
蔭
凉
軒
日
録
』寛
正
七
年（
一

四
六
六
）
二
月
十
日
条
に
、
東
福
寺
方
丈
に
「
兆
殿
主
所
筆
之
観
音
三
十
三
幅
」

が
掛
け
ら
れ
、
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
東
福
寺

の
三
十
三
観
音
図
に
関
す
る
記
録
だ
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、
こ
れ
を
描
い
た
の

は
東
福
寺
画
僧
の
「
兆
殿
主
（
明
兆
：
一
三
五
二
～
一
四
三
一
）」
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
「
辟
支
佛
身
」「
若
悪
獣
囲
繞
」
の
二
幅

の
裱
背
に
「
応
永
十
九
年
壬
申
十
一
月
」
の
墨
書
が
あ
る
の
で 

（6）

、
描
か
れ

た
の
は
明
兆
が
六
十
一
歳
だ
っ
た
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
で
あ
る
。
更
に
、

こ
の
画
面
上
方
に
は
各
図
を
説
明
す
る
墨
書
が
あ
り 

（7）

、
そ
の
下
に
は
室
町

幕
府
四
代
将
軍
・
足
利
義
持
の
「
道
詮
」（
白
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
、
両
者
の
制
作
時
期
の
時
間
差
は
十
七
年
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
、
中
国
仏
教
美
術
の
最
新
事
情
に
比
較
的
早
く
反

応
し
た
作
品
だ
っ
た
と
い
え
る
。
明
兆
が
描
い
た「
五
百
羅
漢
図
」五
〇
幅（
東

福
寺
、
根
津
美
術
館
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
）
は 

（8）

、
淳
熙
五
年
（
一

一
七
八
）
か
ら
ほ
ぼ
十
年
を
か
け
て
寧
波
の
林
庭
珪
と
周
季
常
が
描
い
た
「
五

百
羅
漢
図
」
一
〇
〇
幅
（
大
徳
寺
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
）

山
雪
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
か
ら
派
生
し
た
三
十
三
幅
構
成

の
作
品
が
展
覧
会
で
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
二
〇

一
七
年
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
「
西
宮
の
狩
野
派

　
勝
部
如
春
斎
」
展
で

紹
介
さ
れ
た
勝
部
如
春
斎
の
「
三
十
三
観
音
図
」（
茂
松
寺
）、
二
〇
一
九
年
の

奈
良
国
立
博
物
館
「
国
宝
の
殿
堂

　
藤
田
美
術
館
」
展
で
紹
介
さ
れ
た
「
三
十

三
観
音
身
像
」（
藤
田
美
術
館
）、
二
〇
二
〇
年
の
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
「
い

の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術
の
精
華
」
展
で
紹
介
さ
れ
た
文
室
宗
言
の
「
観
音
三

十
三
変
相
図
」（
相
国
寺
）、
加
え
て
二
〇
二
一
年
の
香
雪
美
術
館
「
佛

　
祈
り

の
か
た
ち
」
展
で
も
「
三
十
三
観
音
図
」（
香
雪
美
術
館
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
か
ら
派
生
し
た
三
十
三
幅
構
成

の
作
品
が
、
現
時
点
で
六
点
も
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
し
た
場
合
、
何
が
分
か
る
の
か
が
面
白
い
問
題
と

な
っ
て
く
る
。

　
一
．
三
十
三
観
音
図
の
諸
本

そ
こ
で
、
こ
の
比
較
を
行
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
表
を
作
っ
て
み
た
。
別
表

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
本
論
で
注
目
す
る
七
点
の
画
面
下
部
は
、
全
て
洪
武

二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
の
図
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
出
相
観
音
経

の
図
を
基
本
と
し
、
七
点
の
全
三
十
三
図
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た
表
で
あ
る
。

小
さ
な
画
像
の
た
め
、
細
部
が
見
え
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
概
略

だ
け
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
こ
の
表
を
使
っ
て
様
々
な
問
題
を
考

え
た
い
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
こ
こ
で
注
目
す
る
各
作
品
の
基
本
情
報
を
示
し



3

三十三観音図の変異

に
基
づ
く 

（9）

。
ま
た
、
明
兆
が
描
い
た
「
蝦
蟇
鉄
拐
図
」（
東
福
寺
）
は
、
顔

輝
が
描
い
た
「
蝦
蟇
鉄
拐
図
」（
知
恩
寺
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

明
兆
の
作
品
に
は
中
国
絵
画
に
学
ん
だ
も
の
が
多
い
。
東
福
寺
の
三
十
三
観
音

図
も
、
中
国
絵
画
を
学
ん
だ
作
品
の
一
つ
な
の
で
あ
る  

（10）

。

明
兆
が
こ
の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
を
描
い
た
の
は
、
応
永
十
九
年
（
一

四
一
二
）
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
ち
の
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」

の
二
幅
が
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
頃
に
散
逸
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
次
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た 

（11）

。
享
禄
三
年
十
一
月
、
細
川
高
国
（
一
四
八
四
～

一
五
三
一
）
に
与
し
て
い
た
近
江
守
護
六
角
氏
の
軍
勢
が
東
福
寺
大
慈
院
に
布

陣
し
た
。
そ
こ
で
十
二
月
、
細
川
高
国
と
対
立
し
て
い
た
細
川
晴
元
（
一
五
一

四
～
六
三
）
に
与
す
る
柳
本
甚
次
郎
（
一
五
一
四
～
三
二
）
の
軍
勢
が
近
江

守
護
六
角
氏
の
陣
を
攻
め
る
。
そ
の
際
、
東
福
寺
海
蔵
院
な
ど
が
焼
か
れ
、
東

福
寺
が
所
蔵
す
る
明
兆
の
「
大
涅
槃
図
」「
五
百
羅
漢
図
」「
四
十
祖
像
」
な
ど

と
同
じ
く
、
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
が
寺
外
に
流
出
し
た
。
そ
の
後
、
享
禄

四
年
後
半
頃
ま
で
に
陳
外
郎
尊
信
、
中
井
彦
七
（
～
一
五
三
二
）
ら
の
寄
進
に

よ
り 

（12）

、
三
十
三
幅
の
う
ち
三
十
一
幅
が
東
福
寺
に
戻
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
だ
け
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
は
二
幅
が
欠
け
た
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
の
失
わ
れ
た
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
が
狩
野

山
雪
（
一
六
三
一
～
九
七
）
に
よ
り
補
作
さ
れ
る
（
図
02
・
図
03
）。
こ
の
二

幅
の
裱
背
に
は
「
九
条
前
関
白
幸
家
公
」
つ
ま
り
前
関
白
の
九
条
幸
家
（
一
五

八
六
～
一
六
六
五
）
の
命
に
よ
り
、「
山
雪
法
橋
」
が
描
い
た
と
す
る
墨
書
が

あ
る
。
ま
た
、
林
鵞
峰
「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」
に
は
そ
の
補
作
の
功
に
よ

り
山
雪
が
法
橋
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
て
、
京
狩
野
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書

の
「
絵
師
法
橋
御
礼
物
覚
」
か
ら
山
雪
が
法
橋
と
な
っ
た
の
は
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
七
月
二
日
だ
と
分
か
る 

（13）

。
従
っ
て
、
山
雪
が
こ
の
二
幅
を
補
作

し
た
の
は
正
保
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
十
三
観
音
図
の
う
ち
二
幅
が
散
逸
し

た
の
は
享
禄
四
年
頃
、
山
雪
が
そ
の
二
幅
を
補
作
し
た
の
は
正
保
四
年
で
あ
る
。

（
B
）
観
音
三
十
三
身
像
　
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）　
藤
田
美
術
館

こ
の
「
観
音
三
十
三
身
像
」
三
十
三
幅
は
二
〇
一
九
年
、
奈
良
国
立
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
「
国
宝
の
殿
堂

　
藤
田
美
術
館
」
展
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
紙
本
著
色
の
作
品
で
あ
る
（
以
下
、
藤
田
美
術
館
本
と
呼
ぶ
） （14）

。
藤

田
美
術
館
本
以
外
の
三
十
三
観
音
図
は
絹
本
著
色
な
の
で
、
こ
の
点
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。

藤
田
美
術
館
本
を
描
い
た
絵
師
に
関
し
て
は
、
全
く
記
録
が
な
い
。
し
か

し
、
作
品
の
裱
背
に
「
江
州
甲
賀
郡
那
坂
／
菡
蓞
山
勝
蓮
寺
常
住
／
三
十
三
幅

之
内
／
嘉
吉
三
年
癸
亥
七
月
日
／
勧
進
願
主
心
柗
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
七
月
に
描
か
れ
た
も
の
だ
と
分
か
る
。
明
兆
が
東

福
寺
の
三
十
三
観
音
図
を
描
い
た
の
は
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
だ
か
ら
、

そ
れ
か
ら
三
十
年
ほ
ど
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
裱
背
墨
書
か
ら
こ
の
観
音
三
十
三
身
像
が
「
江
州
甲
賀
郡
那
坂
菡
蓞

山
勝
蓮
寺
」
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
「
菡
蓞
山
勝
蓮
寺
」
は

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
名
坂
の
「
大
池
寺
」（
図
04
）
の
前
身
で
あ
る
「
邯
鄲

山
青
蓮
寺
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い 

（15）

。
大
池
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
邯
鄲
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山
青
蓮
寺
は
創
建
が
天
平
年
間
に
遡
る
天
台
寺
院
だ
が
、
中
世
に
無
才
智
翁
が

禅
宗
に
改
め
て
い
る 

（16）

。
こ
の
無
才
智
翁
は
東
山
湛
照
（
一
二
三
一
～
九
一
）

の
弟
子
で
あ
り
、
東
福
寺
開
山
・
聖
一
国
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
の
孫
弟
子

に
あ
た
る
。
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
に
通
じ
る
こ
の
作
品
が
、
東
福
寺
と
つ

な
が
る
邯
鄲
山
青
蓮
寺
（
菡
蓞
山
勝
蓮
寺
）
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

そ
の
後
、
藤
田
美
術
館
本
は
安
永
四
年
（
一
七
五
五
）
九
月
ま
で
に
は
高
野
山

一
乗
院
の
什
宝
と
な
っ
た
こ
と
が
裱
背
墨
書
か
ら
分
か
る
が 

（17）

、
作
品
の
伝

来
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

（
C
）
伝
狩
野
探
幽
　
三
十
三
観
音
図
　
香
雪
美
術
館

二
〇
二
一
年
、
香
雪
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
佛

　
祈
り
の
か
た
ち
」
展
で

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
三
十
三
観
音
図
」
三
十
三
幅
で
あ
る
（
以
下
、

伝
狩
野
探
幽
本
と
呼
ぶ
）。
各
幅
の
画
面
下
方
に
は
狩
野
探
幽
の
「
守
信
」（
朱

文
瓢
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
展
覧
会
で
は
伝
狩
野
探
幽
筆
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
村
山
龍
平
（
一
八
五
〇
～
一

九
三
三
）
の
義
父
・
小
林
卓
斎
（
一
八
三
一
～
一
九
一
六
）
の
所
蔵
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
が
、
伝
来
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い 

（18）

。
現

在
、
香
雪
美
術
館
所
蔵
で
あ
る
。

（
E
）
卓
峰
道
秀
　
観
音
変
相
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）　
東
京
国
立
博
物
館

卓
峰
道
秀
（
一
六
五
二
～
一
七
一
四
）
が
描
い
た
「
観
音
変
相
図
」
三
十
三

幅
（
東
京
国
立
博
物
館
）
は
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
（
以
下
、
卓

峰
道
秀
本
と
呼
ぶ
）。
こ
の
観
音
変
相
図
三
十
三
幅
を
並
べ
た
時
、
中
央
に
位

置
す
る
こ
と
に
な
る「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図
05
）の
右
下
に「
延

宝
五
年

　
釈
道
秀
卓
峰
燻
沐
敬
写
」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
に
卓
峰
道
秀
が
描
い
た
も
の
だ
と
分
か
る
。

ま
た
、
全
て
の
画
面
で
、
白
衣
観
音
の
上
方
に
賛
が
記
さ
れ
て
い
る
。
卓
峰

道
秀
本
以
外
の
三
十
三
観
音
図
に
は
こ
の
部
分
に
賛
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
、
こ
れ
は
卓
峰
道
秀
本
の
際
立
っ
た
特
徴
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
賛

に
注
目
す
る
と
、
三
十
三
幅
を
並
べ
た
時
に
最
も
右
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る

「
若
為
大
水
所
漂
」（
図
06
）
の
賛
に
「
延
宝
六
年
歳
次
戊
午
新
春

　
大
明
国
嗣

祖
沙
門
性
潡
高
泉
敬
書
」と
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
か
ら
、
高
泉
性
潡（
一

六
三
三
～
九
五
）に
よ
る
延
宝
六
年
の
賛
だ
と
分
か
る
。
高
泉
は
寛
文
元
年（
一

六
六
一
）
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
黄
檗
僧
で
あ
り
、
萬
福
寺
第
五
代
住
持
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
観
音
変
相
図
を
描
い
た
卓
峰
道
秀
は
、
西
本
願
寺
絵
所
の
徳
力
家
に
生

ま
れ
て
い
る 

（19）

。
そ
の
た
め
浄
土
真
宗
の
も
と
で
剃
髪
し
、
善
長
の
法
名
を
得

た
。
と
こ
ろ
が
、
寛
文
十
年
頃
か
ら
高
泉
性
潡
の
会
下
に
入
り
、
卓
峰
道
秀
と
称

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
黄
檗
の
画
僧
と
し
て
多
く
の
作
品
を
描
い
た 

（20）

。

後
水
尾
院
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
の
第
八
皇
女
で
あ
る
照
山
元
瑶
（
光
子
内

親
王：一
六
三
四
～
一
七
二
七
）は
多
く
の
観
音
図
を
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

卓
峰
道
秀
は
彼
女
の
作
画
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る 

（21）

。

な
お
、
こ
の
観
音
変
相
図
は
後
水
尾
院
の
寄
進
に
よ
り
表
装
さ
れ
、
高
泉
が

開
山
と
な
っ
た
伏
見
の
仏
国
寺
に
伝
わ
っ
た
。
明
治
時
代
に
帝
室
博
物
館
が
こ
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れ
を
買
上
げ
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

（
F
）
文
室
宗
言
　
観
音
三
十
三
変
相
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
以
降
　
相
国
寺

こ
の
「
観
音
三
十
三
変
相
図
」
三
十
三
幅
は
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
で
二
〇

二
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
「
い
の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術
の
精
華
」
展 

（22）

、
二

〇
二
三
年
に
開
催
さ
れ
た
「
禅
寺
に
伝
わ
る
も
の
が
た
り
」
で
も
紹
介
さ
れ
た

相
国
寺
所
蔵
の
作
品
で
あ
る
。
画
面
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
宗
言
畫
印
」（
朱
文

方
印
）
か
ら
、
描
い
た
の
は
相
国
寺
画
僧
の
文
室
宗
言
だ
と
分
か
る
（
以
下
、

文
室
宗
言
本
と
呼
ぶ
）。

こ
の
文
室
宗
言
（
～
一
七
一
二
）
は
相
国
寺
法
住
院
の
第
九
世
で
も
あ
り
、

『
萬
年
山
聯
芳
録
』
に
略
伝
が
あ
る 

（23）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
文
室
宗
言
は
元
禄

十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
二
月
か
ら
元
禄
十
五
年
二
月
に
か
け
て
「
涅
槃
図
」

を
描
い
て
相
国
寺
法
堂
に
納
め
た 

（24）

。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
兆
殿
司
（
明
兆
）

の
「
補
陀
三
十
三
身
図
」
を
写
し
、
そ
れ
を
相
国
寺
に
納
め
た
と
い
う
。
こ
の

補
陀
三
十
三
身
図
が
文
室
宗
言
の
観
音
三
十
三
変
相
図
で
あ
る
。『
萬
年
山
聯

芳
録
』
に
も
記
さ
れ
る
文
室
宗
言
の
涅
槃
図
は
、
相
国
寺
法
堂
で
行
わ
れ
る
涅

槃
会
で
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る 

（25）

。
こ
の
涅
槃
図
の
制
作
後
に
観
音
三
十

三
変
相
図
が
描
か
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
元
禄
十
五
年
以
降
の
作
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
の
観
音
三
十
三
変
相
図
の
裱
背
に
は
寄
進
者
名
の
墨
書
が
あ
る 

（26）

。
そ

の
う
ち
三
十
三
幅
を
並
べ
た
時
、
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
「
比
丘
比
丘

尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」
の
裱
背
に
は
「
天
啓
和
尚
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
相
国
寺

塔
頭
瑞
春
院
第
六
世
の
天
啓
集
杖
（
～
一
七
一
六
）
の
こ
と
で
あ
り
、
観
音
三

十
三
変
相
図
の
制
作
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
天
啓
集
杖
は
清
閑
寺
共
綱
（
一
六
一
二
～
七
五
）
の
子
で
あ
り
、
共
綱
の
娘

に
は
後
西
天
皇
の
典
侍
と
な
っ
た
清
閑
寺
共
子
（
～
一
六
九
五
）
が
い
る
。
清

閑
寺
共
子
は
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
（
一
六
五
六
～
九
九
）
や
徳
巌
理
豊
（
一
六

七
二
～
一
七
四
五
）
を
産
ん
だ
女
性
で
も
あ
る
。

ま
た
、
観
音
三
十
三
変
相
図
の
裱
背
に
は
、
寄
進
者
と
し
て
多
く
の
女
性
の

名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
聖
寺
宮
俊
岳
永
秀
尼
大
禅
師
（
一
六
七
七

～
一
七
二
五
）
は
霊
元
天
皇
皇
女
で
あ
り
、
菅
中
納
言
御
局
と
は
霊
元
天
皇
に

仕
え
た
五
条
経
子
（
一
六
七
三
～
）
の
こ
と
で
あ
る 

（27）

。
彼
女
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
二
幅
を
寄
進
し
て
い
る
。

（
G
）
勝
部
如
春
斎
　
三
十
三
観
音
図
　
茂
松
寺

こ
れ
は
二
〇
一
七
年
に
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
西
宮
の

狩
野
派

　
勝
部
如
春
斎
」
展
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
西
宮
市
茂
松

寺
の
作
品
で
あ
る
（
以
下
、
勝
部
如
春
斎
本
と
呼
ぶ
）（28）

。
た
だ
し
、
昭
和
九

年
十
二
月
に
西
宮
の
西
安
寺
で「
勝
部
如
春
斎
先
生
百
五
十
年
祭
記
念
遺
墨
展
」

が
行
わ
れ
て
い
て
、
茂
松
寺
か
ら
「
三
十
三
観
音
図
」
三
十
三
幅
が
出
品
さ
れ

た
こ
と
が
『
勝
部
如
春
斎
伝

　
附
百
五
十
年
祭
記
念
遺
墨
展
覧
会
出
品
目
録
』

か
ら
分
か
る 

（29）

。
従
っ
て
、
二
〇
一
七
年
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
作
品
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
茂
松
寺
の
三
十
三
観
音
図
に
は
落
款
が
な
い
。
し
か
し
、「
西
宮
の
狩

野
派

　
勝
部
如
春
斎
」
展
で
紹
介
さ
れ
た
勝
部
如
春
斎
の
諸
作
品
と
比
較
し
た
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場
合
、
如
春
斎
筆
だ
と
す
る
寺
伝
を
疑
う
積
極
的
な
理
由
を
見
つ
け
る
こ
と
が

難
し
い
。
な
お
、
こ
の
三
十
三
観
音
図
が
描
か
れ
た
時
期
と
し
て
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
頃
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宝
暦
十
三
年
二
月
に
如
春

斎
が
京
都
に
寓
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
推
定
だ
と
思
わ
れ
る
。

勝
部
如
春
斎
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
）
は
、
西
宮
で
酒
造
を
行
う
勝
部
家

に
生
ま
れ
た 

（30）

。
名
を
勝
部
源
蔵
兼
寿
と
い
い
、
後
に
兼
寿
か
ら
典
寿
に
改

め
て
い
る
。
絵
は
櫛
橋
栄
春
斎
（
～
一
七
六
五
）
に
学
ん
だ
と
い
う
が
、
こ
の

人
物
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
二
月
、
左

大
臣
の
九
条
尚
実（
一
七
一
七
～
八
七
）か
ら「
如
春
斎
」の
号
を
賜
っ
て
い
る
。

（
H
）
原
在
中
　
観
音
三
十
三
身
　
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）　
酬
恩
庵

こ
の
「
観
音
三
十
三
身
」
三
十
三
幅
は
、
一
休
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
酬
恩
庵

所
蔵
で
あ
る
（
以
下
、
原
在
中
本
と
呼
ぶ
）（31）

。
作
品
は
三
箱
に
収
め
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
箱
に
「
寛
政
癸
丑
四
月
三
日
懺
方 

（32）

　
吉
川
嘉

右
衛
門
信
厚
寄
進
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

に
吉
川
嘉
右
衛
門
信
厚
が
寄
進
し
た
も
の
だ
と
分
か
り
、
こ
れ
が
制
作
年
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る 

（33）

。
ま
た
、
別
の
箱
に
は
「
経
文
相
国
寺
大
典
和
尚

　
画

図
平
安
画
工
原
在
中
」
と
あ
り
、
観
音
三
十
三
身
の
画
面
右
上
の
経
文
を
書
い

た
の
は
大
典
顕
常
、
作
画
は
原
在
中
だ
と
分
か
る
。
大
典
顕
常
（
一
七
一
九
～

一
八
〇
一
）
は
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
～
一
八
〇
〇
）
と
の
関
係
で
も
知
ら
れ

る
相
国
寺
第
一
一
三
世
で
あ
る
。

こ
の
観
音
三
十
三
身
を
描
い
た
原
在
中
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
七
）
は
、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
月
の
天
明
の
大
火
の
後
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

の
寛
政
度
禁
裏
御
所
障
壁
画
制
作
に
参
加
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
観
音
三
十
三

身
は
そ
の
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
在
中
は
こ
れ
を
描
い
た
寛
政
五
年
に

「
釈
迦
十
六
善
神
像
」（
酬
恩
庵
）
を
描
き
、
寛
政
七
年
に
は
「
涅
槃
図
」（
酬

恩
庵
）
も
描
い
て
い
る
。

　
二
．
諸
本
の
比
較
か
ら
分
か
る
こ
と

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
別
表
の
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き

た
い
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
明
兆
が
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
を

描
く
際
に
参
考
に
し
た
の
は
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
で
あ
る
。
し
か

し
、
中
国
で
は
こ
の
洪
武
二
十
八
年
よ
り
前
に
木
版
折
本
の
出
相
観
音
経
が

作
ら
れ
て
い
た 

（34）

。
例
え
ば
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
あ
る
「
法
華
経
普

門
品
（
元
版
）」（
図
07
）
は
元
時
代
の
折
本
版
本
の
出
相
観
音
経
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
出
相
観
音
経
の
刊
行
は
洪
武
二
十
八
年
以
降
も
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
と
は
や
や
図
像
が

異
な
る
宣
徳
八
年（
一
四
三
三
）版
の「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
本
」が
、

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宣
徳
八
年
版
を
も
と

に
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
和
刻
本
出
相
観
音
経
が
刊
行
さ
れ 

（35）

、
江
戸

時
代
に
は
和
刻
本
出
相
観
音
経
の
刊
行
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
展
開
の
背
景
に
は
、
中
国
や
日
本
で
の
出
相
観

音
経
の
度
重
な
る
刊
行
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
繰
り
返
さ

れ
た
出
相
観
音
経
の
刊
行
に
、
別
表
の
三
十
三
観
音
図
が
影
響
を
受
け
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
を
も
と
に
描
か
れ
た
作
品
の
全
て
が
分
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か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
確
認
で
き
て
い
な
い
作
品
が
あ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
展
開
を
別
表

の
作
品
だ
け
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
の
指
摘
は
現

時
点
で
、
と
い
う
条
件
付
き
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
1
）
改
変
の
自
由
度

先
ず
注
目
し
た
い
の
は
（
B
）
藤
田
美
術
館
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
明
兆
が
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
を
描

い
た
応
永
十
九
年（
一
四
一
二
）か
ら
三
十
年
ほ
ど
後
の
作
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

別
表
に
掲
載
し
た
他
の
三
十
三
観
音
図
と
比
べ
る
と
分
か
る
の
だ
が
、
藤
田
美

術
館
本
と
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
間
に
は
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
。
紙
本

著
色
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
画
面
が
縦
長
に
な
っ
て
い
る 

（36）

。
ま
た
、
藤
田
美

術
館
本
の
「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図
08
）
を
見
る
と
分
か
る
よ

う
に
、
画
面
上
部
の
白
衣
観
音
が
大
き
な
円
の
中
に
描
か
れ
て
い
な
い
の
も
相

違
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
に
見
ら
れ
る
画
面
上
部
と

画
面
下
部
を
つ
な
ぐ
モ
ク
モ
ク
と
し
た
雲
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
画

面
下
部
の
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
に
基
づ
く
図
に
描
き
足
さ
れ
た
背
景

も
、
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
と
比
べ
る
と
異
な
る
も
の
が
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
藤
田
美
術
館
本
の
画
面
上
部
に
描
か
れ
た
白
衣
観
音
の
姿
を
見

る
と
、
明
兆
が
描
い
た
三
十
三
観
音
図
と
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
三
十
一
幅
の

う
ち
「
梵
王
身
」「
自
在
天
身
」「
執
金
剛
神
」
だ
け
で
あ
る
。
概
ね
、
明
兆
が

描
い
た
三
十
三
観
音
図
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
明
兆
の
三
十

三
観
音
図
の
画
面
下
部
は
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
に
掲
載
さ
れ
る
四
〇

図
の
う
ち
の
三
三
図
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
藤
田
美
術
館
本
の
三
三
図
の
選
択

は
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
藤
田
美
術

館
本
は
明
兆
が
描
い
た
三
十
三
観
音
図
を
承
知
し
た
上
で
、
比
較
的
自
由
に
描

か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
藤
田
美
術
館
本
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
時
、
次
の
作
品
が
視
野

に
入
っ
て
く
る
。
雪
舟
（
一
四
二
〇
～
）
が
描
い
た
「
観
音
変
相
図
」
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
観
音
変
相
図
は
模
本
や
縮
写
か
ら
九
つ
の
画
面
が
分
か
る
だ
け
な

の
だ
が 

（37）

、
そ
の
画
面
上
部
に
は
観
音
が
描
か
れ
、
画
面
下
部
に
は
洪
武
二
十

八
年
版
出
相
観
音
経
に
基
づ
い
た
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
観
音

変
相
図
も
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
を
承
知
し
た
上
で
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
が
、
雪
舟
の
原
本
を
狩
野
常
信
が
写
し
た
「
毘
沙
門
天
図
模
本
」（
東
京

国
立
博
物
館
）（
図
09
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
画
面
上
部
に
多
臂
の
変
化
観
音

が
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
多
臂
の
変
化
観
音
は
明
兆
の

三
十
三
観
音
図
で
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
に

は
描
か
れ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
に
描
か
れ
た
藤
田
美
術
館
本
、
雪

舟
が
描
い
た
観
音
変
相
図
は
、
と
も
に
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
を
承
知
し
た
上

で
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
を
踏
ま
え
て
比
較
的
自
由
に
描
か
れ
た
作
品

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、（
E
）
卓
峰
道
秀

本
だ
け
に
白
衣
観
音
の
上
方
に
賛
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
異
性
も
不
自
然

と
は
思
え
な
く
な
っ
て
く
る
（
図
05
・
図
06
）（38）

。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。
す
る
と
、
比
較
的
自
由
に
改
変
し
て
描
く
と
い
う
の
は
藤
田
美
術
館
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本
、
雪
舟
の
観
音
変
相
図
、
卓
峰
道
秀
本
だ
け
の
特
徴
で
は
な
く
、
実
は
明
兆

の
三
十
三
観
音
図
で
既
に
見
ら
れ
る
特
徴
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
明
兆
の
三

十
三
観
音
図
は
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
の
図
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
画

面
上
部
を
変
化
観
音
か
ら
白
衣
観
音
に
変
え
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
下
部
に
は

自
由
に
背
景
を
描
き
足
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
洪
武
二

十
八
年
版
出
相
観
音
経
の
「
如
日
虚
空
住
」（
図
10
）
と
明
兆
の
三
十
三
観
音

図
の
「
如
日
虚
空
住
」（
図
11
）
を
比
較
す
る
と
、
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
の

画
面
下
部
で
人
物
が
反
転
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く 

（39）

。

こ
の
よ
う
な
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
に
見
ら
れ
る
作
画
上
で
の
自
由
な
改
変

と
い
う
特
徴
が
、
藤
田
美
術
館
本
、
雪
舟
の
観
音
変
相
図
、
そ
し
て
卓
峰
道
秀

本
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

（
2
）
山
雪
補
作
に
よ
る
混
乱

嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
に
描
か
れ
た
（
B
）
藤
田
美
術
館
本
の
画
面
上
部

の
白
衣
観
音
を
見
る
と
、
中
尊
の
役
割
を
担
う
「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷

身
」（
図
08
）
の
白
衣
観
音
に
、
そ
れ
以
外
の
三
十
二
幅
の
白
衣
観
音
が
顔
や

指
先
な
ど
を
向
け
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
応
永
十
九
年
（
一
四

一
二
）
に
描
か
れ
た
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
も
、
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の

（
D
）
狩
野
山
雪
二
幅
に
よ
り
、
こ
の
規
則
性
が
破
ら
れ
る
。
山
雪
が
補
作
し

た
「
天
大
将
軍
身
」（
図
02
）
の
白
衣
観
音
は
向
か
っ
て
右
向
き
、「
天
龍
夜
叉
」

（
図
03
）
は
左
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
と
三
十
三
幅
を
並

べ
た
場
合
、
明
兆
が
描
い
た
中
尊
の
「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図

01
）
の
白
衣
観
音
に
二
幅
の
白
衣
観
音
が
顔
を
向
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の

改
変
に
山
雪
の
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ

の
こ
と
が
後
世
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

別
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、
山
雪
補
作
以
降
に
描
か
れ
た
こ
と
が
確

実
な
三
十
三
観
音
図
の
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
を
見
る
と
、（
E
）
卓
峰

道
秀
本
と
（
F
）
文
室
宗
言
本
の
白
衣
観
音
は
中
尊
に
顔
を
向
け
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、（
G
）
勝
部
如
春
斎
本
と
（
H
）
原
在
中
本
の
白
衣
観
音
は
、

山
雪
補
作
の
二
幅
と
同
様
に
中
尊
に
顔
を
向
け
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
天
大
将

軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
勝
部
如
春
斎
本
と
原
在
中
本
は
、
藤

田
美
術
館
本
、
卓
峰
道
秀
本
、
文
室
宗
言
本
と
は
異
な
り
、
山
雪
補
作
に
忠
実

に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
三
十
三
観
音
図
の
混
乱
が
あ
る
。

そ
の
原
因
は
狩
野
山
雪
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
勝
部
如
春
斎
本

と
原
在
中
本
の
性
格
が
炙
り
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
二
点
は
、
規
則

性
よ
り
も
山
雪
補
作
後
の
東
福
寺
作
品
を
重
視
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
近
し
い
関
係

別
表
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
た
時
、
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

（
E
）
卓
峰
道
秀
本
と
（
F
）
文
室
宗
言
本
の
「
帝
釈
身
」（
図
12
・
図
13
）
に

注
目
し
て
み
る
。
す
る
と
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
観
音
は
、
と
も
に
水
面
に
浮
か

ぶ
大
き
な
蓮
弁
に
片
膝
を
立
て
て
座
す
姿
を
し
て
い
る
。
一
葉
観
音
と
も
呼
ば

れ
る
姿
で
あ
る
。
し
か
し
別
表
で
卓
峰
道
秀
本
と
文
室
宗
言
本
以
外
の
「
帝
釈

身
」
を
見
る
と
、
全
て
の
観
音
が
正
座
す
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
つ
ま
り
、
卓
峰
道
秀
本
と
文
室
宗
言
本
が
例
外
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
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と
は
、
こ
の
卓
峰
道
秀
本
と
文
室
宗
言
本
は
近
し
い
関
係
に
あ
る
作
品
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
卓
峰
道
秀
本
と
文
室
宗
言
本
の
「
火
阬
変
成
池
」（
図
14
・
図

15
）
に
描
か
れ
る
観
音
に
注
目
す
る
と
、
両
者
の
姿
が
互
い
に
大
き
く
異
な
る

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
明
兆
が
描
い
た
「
火
阬
変
成
池
」（
図
16
）
の
観
音

の
姿
に
近
い
の
は
、
卓
峰
道
秀
本
よ
り
制
作
年
代
が
後
の
文
室
宗
言
本
「
火
阬

変
成
池
」（
図
15
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
別
表
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
た
場
合
、
近
し
い
関
係
に

あ
る
作
品
を
見
つ
け
る
こ
と
が
確
か
に
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
時
間
軸
に

従
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
東
福
寺
の
三
十
三

観
音
図
か
ら
派
生
し
た
作
品
が
多
く
描
か
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
影
響
し
あ
っ

た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

（
4
）
意
味
の
喪
失

東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
で
あ
る
（
A
）
明
兆
三
十
一
幅
と
（
Ｄ
）
狩
野
山

雪
二
幅
に
は
、
画
面
上
部
と
画
面
下
部
を
つ
な
ぐ
モ
ク
モ
ク
と
し
た
雲
が
描
か

れ
て
い
る 

（40）

。
こ
の
雲
の
先
端
に
注
目
す
る
と
、
画
面
上
方
に
残
る
十
四
幅

と
、
画
面
下
方
の
特
定
の
人
物
に
向
か
う
十
九
幅
の
二
種
類
に
大
別
す
る
こ
と

が
で
き
る 

（41）

。
こ
の
う
ち
画
面
下
方
に
向
か
う
十
九
幅
の
雲
を
観
察
す
る
と
、

そ
の
先
端
が
全
て
画
面
下
方
の
説
法
者
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
比

丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図
01
）
を
見
る
と
、
こ
の
こ
と
が
よ
く
分
か

る
。
こ
れ
は
画
面
上
部
の
観
音
が
姿
を
変
え
、
画
面
下
部
で
説
法
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
一
方
、
画
面
上
方
に
雲
の
先
端
が
残
る

十
四
幅
は
、
観
音
が
遠
方
か
ら
救
い
に
来
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
画
面
上
部
と
画
面
下
部
を
つ
な
ぐ
モ
ク
モ
ク
と
し
た
雲

に
は
明
確
な
意
味
が
あ
る
。

そ
こ
で
別
表
を
見
て
み
る
と
、（
C
）
伝
狩
野
探
幽
本
、（
E
）
卓
峰
道
秀
本
、

（
F
）
文
室
宗
言
本
、（
G
）
勝
部
如
春
斎
本
で
も
、
こ
の
雲
に
込
め
ら
れ
た
意

味
を
理
解
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
（
H
）
原
在
中
本

に
は
、
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
な
い
画
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
原
在
中
本
の

「
蚖
蛇
及
蝮
蝎
」（
図
17
）
で
は
画
面
下
方
に
雲
の
先
端
が
向
か
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
先
に
あ
る
の
は
画
面
右
方
の
崖
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
福
寺
の
三

十
三
観
音
図
の
雲
が
も
っ
て
い
た
意
味
が
喪
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原

在
中
本
で
は
雲
に
新
た
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ

に
原
在
中
本
の
特
異
性
が
表
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
5
）
山
雪
補
作
ま
で
の
約
一
一
〇
年

先
に
見
た
よ
う
に
、
明
兆
が
描
い
た
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
の

う
ち
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
が
散
逸
し
た
の
は
享
禄
四
年
（
一

五
三
一
）
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
狩
野
山
雪
が
そ
の

二
幅
を
補
作
し
た
。
で
は
、
そ
の
間
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
ど
の
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
場
合
、
興
味
深
い
の
が
狩

野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
の
「
守
信
」（
朱
文
瓢
印
）
が
あ
る
（
C
）
伝

狩
野
探
幽
本
で
あ
る
。

い
ま
、（
A
）
明
兆
三
十
一
幅
と
伝
狩
野
探
幽
本
を
比
べ
て
み
る
。
す
る
と

両
者
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
だ
が 

（42）

、
伝
狩
野
探
幽
本
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た
の
が
、
狩
野
山
雪
が
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
を
補
作
し
た

正
保
四
年
よ
り
後
だ
っ
た
の
な
ら
、
伝
狩
野
探
幽
本
は
山
雪
補
作
の
二
幅
に

従
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
伝
狩
野
探

幽
本
が
描
か
れ
た
の
は
山
雪
補
作
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
伝
狩
野
探

幽
本
に
は
「
守
信
」（
朱
文
瓢
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
正
保
四
年
に
探
幽
は

四
十
六
歳
で
あ
る
。
伝
狩
野
探
幽
本
は
何
ら
か
の
形
で
探
幽
が
関
与
し
た
可
能

性
が
残
る
。

ま
た
、
伝
狩
野
探
幽
本
か
ら
次
の
こ
と
も
分
か
る
。
享
禄
四
年
頃
、
東
福
寺

の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
の
う
ち
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅

が
散
逸
す
る
。
そ
の
後
、
正
保
四
年
に
狩
野
山
雪
が
そ
の
二
幅
を
補
作
す
る
ま

で
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
三
十
一
幅
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
の

間
、
約
一
一
〇
年
で
あ
る
。
山
雪
は
そ
う
い
う
状
態
で
二
幅
を
補
作
し
た
。
伝

狩
野
探
幽
本
の
絵
師
は
明
兆
が
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
を
参
考
に
し
て

い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
山
雪
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。

そ
し
て
、
洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
を
参
考
に
し
て
「
天
大
将
軍
身
」（
図

02
）
と
「
天
龍
夜
叉
」（
図
03
）
を
補
作
し
た
。
た
だ
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
そ
の
二
幅
は
他
の
三
十
一
幅
と
共
に
並
べ
た
時
、
明
兆
が
描
い
た
中
尊

の「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」（
図
01
）の
白
衣
観
音
に
顔
を
向
け
な
い
。

こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
山
雪
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
は
、
や
は
り
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
僅
か
な
が
ら
考
え
ら
れ
る
。
明
兆
が
描
い
た

東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
の
う
ち
享
禄
四
年（
一
五
三
一
）頃
に「
天

大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
が
散
逸
し
た
。
そ
の
後
、
何
者
か
の
絵
師

に
よ
り
二
幅
が
補
作
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
の
が
伝
狩
野
探
幽
本
の

は
明
兆
が
描
い
た
三
十
一
幅
に
よ
く
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
正

保
四
年
の
（
D
）
狩
野
山
雪
二
幅
の
「
天
大
将
軍
身
」（
図
02
）
と
「
天
龍
夜

叉
」（
図
03
）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
伝
狩
野
探
幽
本
の
「
天
大
将
軍
身
」（
図
18
）、

「
天
龍
夜
叉
」（
図
19
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
が
全
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
違
い
が
甚
だ
し
い
。
更
に
言
え
ば
、
伝
狩
野
探
幽
本
の

「
天
大
将
軍
身
」
と
「
天
龍
夜
叉
」
の
画
面
下
部
は
、
洪
武
二
十
八
年
版
出
相

観
音
経
の
画
面
下
部
と
も
全
く
異
な
る
。
そ
こ
で
別
表
の
全
体
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
伝
狩
野
探
幽
本
の
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
と
似
て
い
る
も
の

が
一
つ
も
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
伝
狩
野
探
幽
本
の「
天
大
将
軍
身
」

「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
は
完
全
に
孤
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
り
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
歴
史
を
踏
ま

え
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思
う
。
享
禄
四
年
頃
、
明
兆

が
描
い
た
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
う
ち
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の

二
幅
が
散
逸
し
た
。
そ
の
た
め
三
十
一
幅
だ
け
が
東
福
寺
に
伝
わ
っ
た
。
そ
う

い
う
状
態
だ
っ
た
時
、
描
か
れ
た
の
が
伝
狩
野
探
幽
本
だ
っ
た
。
伝
狩
野
探
幽

本
は
、
明
兆
が
描
い
た
三
十
一
幅
に
概
ね
従
っ
た
。
し
か
し
、
従
う
べ
き
「
天

大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
の
二
幅
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
伝
狩
野
探
幽
本
は

「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
を
全
く
の
新
図
と
し
て
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た 

（43）

。
三
十
三
幅
構
成
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
は
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
伝
狩
野
探
幽
本
を
描
い
た
絵
師
は
明
兆
が
洪
武
二
十

八
年
版
出
相
観
音
経
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
伝
狩
野
探

幽
本
は
、
こ
の
様
に
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
仮
定
の
話
に
な
る
が
、
も
し
も
伝
狩
野
探
幽
本
が
描
か
れ
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と
次
の
よ
う
に
な
る 

（46）

。
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）、
後
に
相
国
寺
開
山
と
な

る
二
十
七
歳
の
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
～
一
三
五
一
）
が
、
水
墨
観
音
を
本
尊

と
し
て
二
日
に
わ
た
っ
て
観
音
懺
法
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
『
夢
窓
疎
石
語

録
』
か
ら
分
か
る
。
こ
れ
は
日
本
で
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
最
も
早
い
時
期
の

記
録
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
夢
窓
疎
石
と
、
石
梁
仁
恭
（
一
二
六
六

～
一
三
三
四
）、
清
拙
正
澄
（
一
二
七
一
～
一
三
三
九
）
に
よ
り
観
音
懺
法
の
曲

調
が
整
備
さ
れ
た
と
『
鹿
苑
日
録
』
に
あ
る 

（47）

。
こ
の
う
ち
石
梁
仁
恭
が
他
界

し
た
の
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
だ
か
ら
、
こ
れ
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
そ

の
後
、
康
暦
三
年
（
一
三
八
一
）、
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
に
室
町
第
、
足
利

家
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
等
持
寺
で
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が

確
認
で
き
る
（『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』）。
ま
た
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）

に
は
相
国
寺
山
門
落
慶
供
養
の
際
、
新
た
に
造
ら
れ
た
観
音
菩
薩
と
十
六
羅
漢

の
前
で
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る（『
相
国
寺
諸
回
向
并
疏
』）。

そ
の
観
音
懺
法
の
展
開
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
室
町
幕

府
四
代
将
軍
・
足
利
義
持
（
一
三
八
六
～
一
四
二
八
）
だ
っ
た
。
応
永
十
五
年
に

三
代
将
軍
・
足
利
義
満
（
一
三
五
八
～
一
四
〇
八
）
が
亡
く
な
っ
た
後
、
観
音
懺

法
は
整
備
さ
れ
、
私
的
な
修
懺
か
ら
五
山
や
周
辺
寺
院
の
主
要
な
法
会
と
な
っ

て
ゆ
く
。
応
永
二
十
三
年
に
は
伏
見
宮
で
相
国
寺
僧
を
招
い
た
観
音
懺
法
が
行

わ
れ
（『
看
聞
御
記
』）、
応
永
二
十
四
年
に
は
室
町
殿
で
観
音
懺
法
が
毎
月
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
満
済
准
后
日
記
』）。
そ
し
て
応
永
三
十
一
年
六
月
九
日
、

義
持
の
勧
め
に
よ
り
仙
洞
御
所
で
初
め
て
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
義
持

自
身
も
参
列
し
た
（『
看
聞
御
記
』『
満
済
准
后
日
記
』）。
そ
の
際
、
法
具
や
本

尊
は
相
国
寺
か
ら
仙
洞
御
所
に
運
ば
れ
、
相
国
寺
僧
が
中
心
と
な
っ
て
観
音
懺

「
天
大
将
軍
身
」（
図
18
）
と
「
天
龍
夜
叉
」（
図
19
）
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
作
品
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
狩
野
山
雪

が
「
天
大
将
軍
身
」（
図
02
）
と
「
天
龍
夜
叉
」（
図
03
）
を
描
い
た
の
は
正
保

四
年
（
一
六
四
七
）
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
描
か
れ
た
三
十
三
観
音
図
三
十
三

幅
が
確
認
で
き
な
い
と
、
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。

　
三
．
三
十
三
観
音
図
の
制
作
背
景

別
表
を
使
い
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
か
ら
派
生
し
た
作
品
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
。
し
か
し
、
先
に
記
し
た
通
り
、
こ
の
問
題
は
別
表
の
作
品
だ
け

で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
可
能
な
指
摘
と
い
う
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
る
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
に
見
え
て
き
た
こ
と
を
少
し
別
の
角
度
か
ら

考
え
た
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
各
作
品
の
制
作
背
景
で
あ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
『
蔭
凉
軒
日
録
』
元
正
元
年
（
一
四
六
六
）
二
月
十
日
条

に
、
東
福
寺
方
丈
に
明
兆
の
観
音
三
十
三
幅
が
掛
け
ら
れ
、
観
音
懺
法
が
行
わ

れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
観
音
懺
法

と
い
う
儀
式
で
使
わ
れ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
三
十
三
観
音
図
か
ら
派

生
し
た
作
品
も
、
観
音
懺
法
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
観

音
懺
法
に
つ
い
て
は
美
術
史
の
分
野
で
も
立
畠
敦
子
氏
、
高
橋
真
作
氏
、
村
田

隆
志
氏
、
本
多
潤
子
氏
ら
に
よ
る
研
究
が
あ
る 

（44）

。
そ
れ
ら
に
学
び
な
が
ら
、

先
ず
本
論
で
必
要
と
な
る
範
囲
で
観
音
懺
法
に
つ
い
て
記
し
た
い 

（45）

。

観
音
懺
法
と
は
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
、
そ
の
前
で
懺
悔
を
行
う
修
法
で
あ

る
。
成
立
し
た
の
は
中
国
だ
が
、
日
本
に
お
け
る
観
音
懺
法
の
歴
史
を
た
ど
る
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法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
応
永
三
十
二
年
四
月
十
一
日
に
も
後
円
融
天

皇
三
十
三
回
忌
の
際
に
仙
洞
御
所
で
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
使
わ

れ
た
本
尊
は
相
国
寺
の
馬
遠
筆
水
墨
観
音
図
だ
っ
た（『
看
聞
御
記
』『
薩
戒
記
』）。

応
永
三
十
五
年
の
足
利
義
持
の
没
後
、
六
代
将
軍
・
足
利
義
教
（
一
三
九
四

～
一
四
四
一
）
の
時
代
に
も
幾
度
か
大
き
な
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
看

聞
日
記
』）。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
八
代
将
軍
・
足
利
義
政
（
一

四
三
六
～
九
〇
）
の
時
代
で
あ
る
。
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）、
義
政
は
生
母
で

あ
る
日
野
重
子
（
一
四
一
一
～
六
三
）
の
百
日
忌
に
観
音
懺
法
を
行
っ
て
い
る

（『
蔭
凉
軒
日
録
』）。
ま
た
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
二
月
十
日
に
は
義
政
が
東

福
寺
に
参
詣
し
、
そ
こ
で
観
音
懺
法
に
参
列
し
て
い
る
（『
蔭
凉
軒
日
録
』）（48）

。

こ
の
時
、
東
福
寺
方
丈
に
は
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
が
掛
け
ら
れ
、

義
政
は
そ
の
中
尊
の
前
で
焼
香
し
た
（『
蔭
凉
軒
日
録
』）。
こ
の
記
録
は
本
論
で

既
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
観
音
懺
法
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
記
録
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
く
な

る
の
だ
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
状
況
が
変
わ
る
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
だ
っ
た
。
後
水
尾
院
が
仙

洞
御
所
で
初
め
て
観
音
懺
法
を
行
っ
た
の
は
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

八
月
二
十
六
日
の
後
陽
成
院
二
十
七
回
忌
で
あ
る
（「
仙
洞
修
懺
之
記
」）（49）

。

こ
の
先
例
と
な
っ
た
の
は
、
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
の
仙
洞
御
所
で
の

観
音
懺
法
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
後
陽
成
院
忌
、
慶

安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
後
陽
成
院
三
十
三
回
忌
に
仙
洞
御
所
で
観
音
懺
法
が

行
わ
れ
て
い
る
（「
仙
洞
修
懺
之
記
」『
隔
蓂
記
』）。
更
に
、
明
暦
二
年
（
一
六

五
六
）
の
後
光
明
天
皇
忌
、
寛
文
五
年
の
徳
川
家
康
追
悼
、
寛
文
六
年
の
後
陽

成
院
五
十
回
忌
と
後
光
明
天
皇
十
三
回
忌
で
も
仙
洞
御
所
で
観
音
懺
法
が
行
わ

れ
た
（『
隔
蓂
記
』）。

こ
の
中
で
特
に
重
要
な
の
は
、
後
水
尾
院
が
仙
洞
御
所
で
初
め
て
観
音
懺
法

を
行
っ
た
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
八
月
二
十
六
日
の
後
陽
成
院
二
十
七

回
忌
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
水
尾
院
が
突
然
に
再
興
し
た
も
の
で
は
な

く
、
後
水
尾
院
は
そ
れ
以
前
に
観
音
懺
法
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

寛
永
十
八
年
四
月
七
日
、
後
水
尾
院
の
叔
父
で
あ
る
八
条
宮
智
仁
親
王
（
一
五

七
九
～
一
六
二
九
）
の
十
三
回
忌
で
あ
る
。
こ
の
時
、
相
国
寺
の
僧
侶
が
八
条

殿
に
赴
き
、
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
（『
鹿
苑
日
録
』『
隔

蓂
記
』）。
こ
う
し
て
後
水
尾
院
の
周
辺
か
ら
観
音
懺
法
が
再
興
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
観
音
懺
法
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
場
合
、
東
福
寺
の
三
十
三
観

音
図
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
作
品
は
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い

ま
、
日
本
の
観
音
懺
法
の
歴
史
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
二
人
の
重
要
人
物

が
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
室
町
時
代
の
足
利
義
持
、
江
戸
時
代
の
後
水
尾
院
で

あ
る
。
こ
の
二
人
の
動
き
と
絡
め
な
が
ら
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
、
そ
こ

か
ら
派
生
し
た
作
品
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

先
ず
室
町
幕
府
四
代
将
軍
・
足
利
義
持
で
あ
る
。（
A
）
明
兆
三
十
一
幅
を

含
む
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
が
描
か
れ
た
の
は
、
応
永
十
九
年（
一
四
一
二
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
観
音
懺
法
が
私
的
な
修
懺
か
ら
五
山
や
周
辺
寺
院
の
主
要
な

法
会
と
な
っ
て
ゆ
く
時
期
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
の
が
明
兆
の
三
十
三

観
音
図
だ
っ
た
。
明
兆
が
描
い
た
三
十
三
観
音
図
に
は
、
義
持
の
「
道
詮
」（
白
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文
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
印
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
以
前
か
ら
三
十
三
観
音
図
は
義
持
と
明
兆
の
合
作
だ
と
い
わ
れ
て

き
た 
（50）

。
義
持
に
は
観
音
の
応
身
数
で
あ
る
三
十
三
と
い
う
数
字
へ
の
強
い

思
い
入
れ
が
あ
り
、
自
ら
白
衣
観
音
図
を
描
く
な
ど
絵
画
の
素
養
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
を
勘
案
し
、
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
発
案
者
は
義
持
だ
と
見
る
意

見
も
あ
る 

（51）

。
実
際
に
作
画
し
た
の
は
明
兆
あ
る
い
は
明
兆
の
工
房
だ
ろ
う

が
、
こ
の
作
品
に
義
持
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
観
音
懺
法
と
い
う
点
か
ら
も

十
分
あ
り
う
る
。

そ
し
て
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
六
月
九
日
、
そ
の
義
持
の
勧
め
に

よ
り
仙
洞
御
所
で
初
め
て
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
、
義
持
自
身
も
そ
こ
に
参
列

し
た
。
こ
れ
は
観
音
懺
法
に
と
っ
て
大
き
な
画
期
で
あ
り
、
そ
の
後
に
六
代
将

軍
・
足
利
義
教
、
八
代
将
軍
・
足
利
義
政
の
時
代
に
も
観
音
懺
法
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
い
う
時
期
に
描
か
れ
た
の
が
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

の
（
B
）
藤
田
美
術
館
本
だ
っ
た
。
そ
の
作
画
の
際
、
参
考
に
さ
れ
た
の
は
明

兆
の
三
十
三
観
音
図
だ
っ
た
。
藤
田
美
術
館
本
を
所
蔵
し
て
い
た
邯
鄲
山
青
蓮

寺
は
、
東
福
寺
と
関
係
が
深
か
っ
た
。
藤
田
美
術
館
本
制
作
の
際
、
明
兆
の
三

十
三
観
音
図
が
参
考
に
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
た
め
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ

の
藤
田
美
術
館
本
は
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
に
完
全
に
従
う
の
で
は
な
く
、
比

較
的
自
由
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
自
由
度
の
高
さ
は
明
兆
が
初
め
て

三
十
三
観
音
図
を
描
い
た
時
か
ら
の
も
の
だ
と
想
像
で
き
、
そ
れ
が
後
世
に
も

及
ん
で
ゆ
く
。
観
音
懺
法
の
本
尊
は
水
墨
観
音
（『
夢
窓
疎
石
語
録
』）、
馬
遠

筆
水
墨
観
音
図
（『
看
聞
日
記
』）『
薩
戒
記
』）
の
よ
う
に
多
様
だ
っ
た
。
三
十

三
観
音
図
は
観
音
懺
法
で
使
わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
観
音
懺
法
と
い
う

儀
式
で
の
本
尊
の
多
用
さ
が
こ
の
自
由
度
の
高
さ
の
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

と
こ
ろ
が
足
利
義
政
の
時
代
以
降
、
観
音
懺
法
が
盛
ん
に
は
行
わ
れ
な
く
な

る
。
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
三
十
三
幅
の
う
ち
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」

の
二
幅
が
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
頃
に
散
逸
し
、
山
雪
が
こ
の
二
幅
を
補
作

す
る
ま
で
の
約
一
一
〇
年
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
の
も
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
状
況
を
変
え
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
後
水
尾
院
だ
っ
た
。
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
寛
永
二
十
一
年（
一
六
四
四
）

八
月
二
十
六
日
の
後
陽
成
院
二
十
七
回
忌
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
水
尾
院
が
仙
洞

御
所
で
初
め
て
行
っ
た
観
音
懺
法
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
正
保
二
年（
一
六
四
五
）

の
後
陽
成
院
忌
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
後
陽
成
院
三
十
三
回
忌
、
明
暦

二
年
（
一
六
五
六
）
の
後
光
明
天
皇
忌
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
徳
川
家

康
追
悼
、
寛
文
六
年
の
後
陽
成
院
五
十
回
忌
と
後
光
明
天
皇
十
三
回
忌
で
も
仙

洞
御
所
で
観
音
懺
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
観
音
懺
法
の
歴
史
を
見
て
く
る
と
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）

の
（
D
）
狩
野
山
雪
二
幅
の
意
味
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
二
幅
は
、
後
水
尾
院

の
観
音
懺
法
に
対
す
る
興
味
と
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
九
条
幸
家

が
反
応
し
た
結
果
、
描
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
先
に
（
C
）
伝
狩
野
探
幽
本
が
描
か
れ
た
の
は
正
保
四
年
よ
り
前
だ
と
考

え
た
が
、
こ
れ
は
正
保
四
年
を
大
き
く
遡
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
江
戸

時
代
の
観
音
懺
法
に
と
っ
て
の
画
期
は
、
寛
永
二
十
一
年
の
後
陽
成
院
二
十
七

回
忌
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
伝
狩
野
探
幽
本
が
描
か
れ
た
の
も
そ
れ
以
降
だ
と

想
像
し
た
い
。
更
に
、
先
に
見
た
よ
う
に
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
描
か
れ
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か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
秋
の
特
別
展
で
勝
部
如
春
斎
の
三
十
三
観

音
図
を
再
び
大
き
く
取
り
上
げ
る
と
い
う
。
そ
の
展
覧
会
図
録
に
エ
ッ
セ
イ
を

書
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
本
論
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
枝
松
亜
子
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の

拙
い
問
い
合
わ
せ
に
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
國
井
星
太
さ
ん
、
郷
司
泰
仁

さ
ん
、
立
畠
敦
子
さ
ん
、
谷
口
耕
生
さ
ん
、
本
多
潤
子
さ
ん
（
五
十
音
順
）
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

た
（
E
）
卓
峰
道
秀
本
は
、
後
水
尾
院
の
寄
進
に
よ
り
表
装
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
後
水
尾
院
の
最
晩
年
の
観
音
懺
法
関
連
事
項
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
延
宝
八
年
に
後
水
尾
院
が
他
界
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
観
音

懺
法
は
行
わ
れ
、
そ
の
中
心
が
相
国
寺
だ
っ
た
。
そ
の
相
国
寺
の
観
音
懺
法
に

関
わ
る
作
品
が
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
以
降
に
描
か
れ
た
（
F
）
文
室

宗
言
本
で
あ
る
。
文
室
宗
言
本
の
制
作
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
天
啓

集
杖
、
寄
進
者
の
多
く
は
後
水
尾
院
の
子
で
あ
る
後
西
天
皇
、
霊
元
天
皇
と
血

縁
関
係
で
つ
な
が
る
人
物
た
ち
で
あ
る
。
後
水
尾
院
が
観
音
懺
法
、
そ
し
て
三

十
三
観
音
図
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
お
わ
り
に

別
表
を
作
り
、
そ
れ
を
眺
め
て
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え

て
い
る
と
、
不
思
議
な
感
覚
に
囚
わ
れ
た
。
私
は
三
十
三
の
染
色
体
の
遺
伝
子

解
析
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
時
間
の
経
緯
と
と
も

に
三
十
三
の
染
色
体
の
一
部
が
少
し
ず
つ
変
異
し
て
ゆ
く
、
そ
の
痕
跡
を
追
い

か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
本
論
に
「
三
十
三
観
音
図

の
変
異
」
と
い
う
妙
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

描
か
れ
続
け
た
同
一
画
題
の
作
品
が
、
様
々
な
部
分
で
思
わ
ぬ
変
化
を
す

る
。
そ
の
変
化
の
背
後
に
は
、
必
ず
何
ら
か
の
要
因
や
条
件
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
の
は
、
こ
の
点
だ
っ
た
。

付
記

二
〇
二
二
年
の
夏
頃
、
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
の
学
芸
員
枝
松
亜
子
さ
ん
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註

（1） 
土
居
次
義
「
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
像
の
補
作
と
狩
野
山
雪
」『
国
宝
』
五

－

九
、
一
九

四
二
年

（2） 

五
十
嵐
公
一
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
像
」『
美
術
史
論
叢
』
一
一
、
一
九
九
五
年

（3） 

見
返
し
と
奥
書
の
図
は
、
こ
の
四
〇
図
に
含
め
な
い
。

（4） 

川
崎
千
虎
「
卓
峰
筆
三
十
三
観
音
図
に
就
て
」『
国
華
』
一
三
五
、
一
九
〇
一
年
。『
東

京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
《
仏
画
篇
》』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
。

（5） 

中
野
玄
三
監
修
『
観
音
三
十
三
身
』
酬
恩
庵
、
一
九
八
五
年

（6） 

こ
の
中
に
「
善
英
大
徳
」
が
寄
付
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
情
報
だ
が
、
こ
の

人
物
が
誰
な
の
か
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（7） 

例
え
ば
、「
若
為
大
水
所
漂
」「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
身
」
の
よ
う
な
墨
書
。
本

論
で
は
、
こ
の
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
の
画
面
右
上
に
記
さ
れ
る
墨
書
に
基
づ
き
、

各
図
を
呼
び
分
け
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
別
表
で
も
同
じ
で
あ
る
。

（8） 

高
橋
真
作
「
明
兆
筆
五
百
羅
漢
図
の
新
知
見
」『
東
福
寺
』
展
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館

ほ
か
、
二
〇
二
三
年

（9） 

『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年

（10） 

五
百
羅
漢
図
五
〇
幅
は
明
兆
が
一
人
で
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
明
兆
の
工
房
で
描
か

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
高
橋
真
作
「
明
兆
筆
五
百
羅
漢
図
の
新
知
見
」）。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
三
十
三
観
音
図
に
つ
い
て
も
明
兆
の
工
房
で
の
制
作
さ
れ
た
可
能

性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（11） 

馬
部
隆
弘
「
柳
本
甚
次
郎
と
配
下
の
動
向
」『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』
一
九
、

二
〇
一
九
年
。
綿
田
稔
「
明
兆
筆
五
百
羅
漢
図
序
論
」『
重
要
文
化
財

　
東
福
寺
五
百
羅

漢
図

　
修
理
報
告
書
』
大
本
山
東
福
寺
、
二
〇
二
二
年
。

（12） 

寄
進
者
名
は
画
面
下
方
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
十
嵐
公
一
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
像
」

『
美
術
史
論
叢
』
一
一
、
一
九
九
五
年
。
立
畠
敦
子
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
図
に
関
す

る
一
考
察
」『
デ 

ア
ル
テ
』
二
六
、
二
〇
一
〇
年
。

（13） 

鈴
鹿
三
七
「
京
狩
野
家
の
古
文
書
」『
芸
文
』
一
〇
－
一
一
、
一
九
一
九
年

（14） 

「
国
宝
の
殿
堂

　
藤
田
美
術
館
」
展
図
録
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
。
こ
の
作

品
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
谷
口
耕
生
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（15） 

菡
蓞
山
勝
蓮
寺
と
邯
鄲
山
青
蓮
寺
は
、
漢
字
表
記
が
異
な
る
が
通
音
す
る
。
な
お
、
大

池
寺
に
は
「
江
州
甲
賀
郡
邯
鄲
山
青
蓮
寺
」
の
輪
銘
を
も
つ
鰐
口
が
あ
る
。
こ
の
鰐
口

を
拝
見
す
る
機
会
を
大
池
寺
ご
住
職
か
ら
い
た
だ
い
た
。

（16） 

滋
賀
県
甲
賀
郡
教
育
会
『
甲
賀
郡
志

　
下
』
名
著
出
版
、
一
九
七
一
年

（17） 

藤
田
美
術
館
の
國
井
星
太
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（18） 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
中
之
島
香
雪
美
術
館
の
郷
司
泰
仁
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。

（19） 

茶
六
庵
主
（
川
崎
千
虎
）「
徳
力
系
図
」『
国
華
』
一
三
二
、
一
九
〇
一
年

（20） 

大
槻
幹
郎
「
画
僧
卓
峰
道
秀
」『
黄
檗
文
華
』
七
一
、
一
九
八
四
年

（21） 

門
脇
む
つ
み
「
後
水
尾
天
皇
時
代
の
宮
廷
絵
画
」『
天
皇
の
美
術
史

　
四
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年

（22） 

「
い
の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術
の
精
華
」
展
図
録
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年

（23） 

相
国
寺
史
料
編
纂
委
員
会
『
相
国
寺
史
料

　
別
巻
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年

（24） 

涅
槃
図
に
は
「
元
禄
十
五
壬
午
歳
春
二
月
日

　
釈
宗
言
謹
寫
焉
」
の
墨
書
が
あ
る
。

（25） 

本
多
潤
子
「
天
啓
集
杖
に
よ
る
近
世
相
国
寺
一
山
派
の
復
興

　
三
祖
頂
相
制
作
を
中
心

に
」『
書
物
学
』
二
二
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年

（26） 

「
い
の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術
の
精
華
」
展
図
録
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年

（27） 

「
禅
寺
に
伝
わ
る
も
の
が
た
り
」
展
図
録
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
二
三
年

（28） 

勝
部
如
春
斎
の
「
三
十
三
観
音
図
」
は
、
二
〇
二
三
年
に
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
「
画
人
た
ち
の
仏
教
絵
画

　
如
春
斎
再
び
！
」
展
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
五

十
嵐
公
一
「
勝
部
如
春
斎
の
三
十
三
観
音
図
」（
同
展
覧
会
図
録
掲
載
）
は
、
こ
の
作
品

の
概
略
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（29） 

『
勝
部
如
春
斎
伝

　
附
百
五
十
年
祭
記
念
遺
墨
展
覧
会
出
品
目
録
』、
一
九
三
四
年

（30） 

勝
部
如
春
斎
に
つ
い
て
は
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
の
「
西
宮
の
狩
野
派

　
勝
部
如
春

斎
」
展
、「
画
人
た
ち
の
仏
教
絵
画

　
如
春
斎
再
び
！
」
展
の
図
録
が
詳
し
い
。

（31） 
中
野
玄
三
監
修
『
観
音
三
十
三
身
』
酬
恩
庵
、
一
九
八
五
年
。

（32） 

こ
こ
に
「
懺
方
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
観
音
懺
法
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（33） 

な
お
、
三
十
三
幅
の
画
面
裏
に
は
表
装
時
期
を
示
す
墨
書
が
あ
る
。

（34） 

宮
次
男
「
出
相
観
音
経
の
諸
問
題
」『
美
学
美
術
史
学
』
四
、
実
践
女
子
大
学
、
一
九
八

九
年
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（35） 

「
中
国
憧
憬

　
日
本
美
術
の
秘
密
を
探
れ
」
展
図
録
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
二

〇
〇
七
年

（36） 
概
ね
東
福
寺
の
三
十
三
観
音
図
は
一
一
八
×
五
四
．
五
セ
ン
チ
。
藤
田
美
術
館
本
は
一

一
五
．
八
×
三
八
．
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（37） 

畑
靖
紀
「
雪
舟
の
観
音
変
相
図
を
め
ぐ
っ
て
」『
論
集
・
東
洋
日
本
美
術
史
と
現
場
─
見
つ

め
る
・
守
る
・
伝
え
る
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
。

（38） 

卓
峰
道
秀
と
同
じ
く
黄
檗
画
僧
で
あ
る
鶴
洲
霊
翯
（
～
一
七
三
一
）
も
、
洪
武
二
十
八

年
版
出
相
観
音
経
の
図
に
基
づ
い
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
延
宝
七
年
（
一

六
七
九
）
の
「
観
音
変
相
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
は
三
八
幅
、「
観
音
功
徳
図
屏
風
」

（
法
然
寺
）
は
四
〇
面
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
も
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
を
承
知
し
た
上
で

比
較
的
自
由
に
描
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
十
嵐
公
一

「
鶴
洲
霊
翯
に
つ
い
て
」『
古
美
術
』
一
〇
五
、
三
彩
社
、
一
九
九
三
年
。

（39） 

洪
武
二
十
八
年
版
出
相
観
音
経
と
明
兆
の
三
十
三
観
音
図
の
画
面
下
部
の
違
い
が
、「
中

国
憧
憬

　
日
本
美
術
の
秘
密
を
探
れ
」
展
図
録
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
二
〇

〇
七
年
）
で
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（40） 

五
十
嵐
公
一
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
像
」『
美
術
史
論
叢
』
一
一
、
一
九
九
五
年

（41） 

「
若
為
大
水
所
漂
」「
黒
風
吹
其
舩
舫
」「
火
阬
変
成
池
」「
龍
魚
諸
鬼
難
」「
如
日
虚
空
住
」

「
堕
落
金
剛
山
」「
或
値
怨
賊
繞
」「
或
遭
王
難
苦
」「
或
囚
禁
枷
鎖
」「
咒
詛
諸
毒
薬
」「
或

遭
悪
羅
刹
」「
若
悪
獣
囲
繞
」「
蚖
蛇
及
蝮
蝎
」「
雲
雷
鼓
掣
電
」
の
十
四
幅
と
、
そ
れ
以

外
の
十
九
幅
。

（42） 

例
え
ば
、「
堕
落
金
剛
山
」
の
画
面
下
部
で
は
落
下
す
る
男
の
姿
が
異
な
る
し
、「
蚖
蛇

及
蝮
蝎
」
の
画
面
下
部
で
は
蛇
の
描
き
方
に
違
い
が
あ
る
。

（43） 

伝
狩
野
探
幽
本
の
「
天
大
将
軍
身
」「
天
龍
夜
叉
」
も
、
何
ら
か
の
作
品
を
参
考
に
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
の
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（44） 

立
畠
敦
子
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
図
に
関
す
る
一
考
察
」『
デ 

ア
ル
テ
』
二
六
、
二
〇

一
〇
年
。
同「「
観
音
懺
法
」そ
の
成
立
と
発
展
に
関
す
る
一
考
察
─
経
典
・
式
次
第
の
比
較
・

分
析
を
中
心
に
─
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』七
、二
〇
一
二
年
。
高
橋
真
作「
伝

祥
啓
筆
「
観
音
図
」（
三
十
二
幅
）
に
み
る
鎌
倉
地
方
様
式
と
観
音
懺
法
」『
国
華
』
一
四

三
〇
、
二
〇
一
四
年
。
村
田
隆
志
「『
相
国
寺
史
料
』
に
み
る
近
世
寺
院
の
什
物
収
蔵
─

寄
進
や
購
求
の
事
例
を
巡
っ
て
─
」『
機
能
論
─
つ
く
る
・
つ
か
う
・
つ
た
え
る
』
竹
林
舎
、

二
〇
一
四
年
。
立
畠
敦
子
「
観
音
懺
法

　
成
立
と
発
展
」『
い
の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術

の
精
華
』
展
図
録
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
。
本
多
潤
子
「
相
国
寺
観
音

懺
法
と
後
水
尾
院
」
同
図
録
。

（45） 

観
音
懺
法
と
法
華
懺
法
と
の
関
係
は
重
要
な
問
題
だ
が
、
こ
の
点
に
は
踏
み
込
ま
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
立
畠
敦
子
「「
観
音
懺
法
」
そ
の
成
立
と
発
展
に
関
す
る
一
考
察

─
経
典
・
式
次
第
の
比
較
・
分
析
を
中
心
に
─
」（『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』

七
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（46） 

観
音
懺
法
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
立
畠
敦
子
「
東
福
寺
蔵
三
十
三
観
音
図
に
関
す
る
一

考
察
」（『
デ 

ア
ル
テ
』
二
六
、
二
〇
一
〇
年
）
の
「
観
音
懺
法
関
連
事
項
年
表
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（47） 

『
鹿
苑
日
録
』
明
応
八
年
五
月
十
六
日
条

（48） 

東
福
寺
で
は
初
午
の
日
に
観
音
懺
法
が
涅
槃
会
と
と
も
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（49） 

こ
の
時
の
観
音
懺
法
の
法
具
が
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
六
月
十
三
日
に
後
水
尾
院

か
ら
相
国
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。『
い
の
り
の
四
季

　
仏
教
美
術
の
精
華
』
展
図
録
、

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
。

（50） 

白
石
虎
月
『
東
福
寺
誌
』
大
本
山
東
福
寺
、
一
九
二
〇
年
。

（51） 

高
橋
真
作
「
伝
祥
啓
筆
「
観
音
図
」（
三
十
二
幅
）
に
み
る
鎌
倉
地
方
様
式
と
観
音
懺
法
」

『
国
華
』
一
四
三
〇
、
二
〇
一
四
年
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図01　明兆　三十三観音図（比丘比丘尼優婆塞優婆夷身）
東福寺

図02　狩野山雪　三十三観音図（天大将軍身）
東福寺

図03　狩野山雪　三十三観音図（天龍夜叉）
東福寺
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図04　大池寺（滋賀県甲賀市水口町名坂）

図05　卓峰道秀　観音変相図（比丘比丘尼優婆塞優婆夷身）
東京国立博物館

図06　卓峰道秀　観音変相図（若為大水所漂）
東京国立博物館
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図07　法華経普門品（元版）
龍谷大学大宮図書館

図08　観音三十三身像（比丘比丘尼優婆塞優婆夷身）
藤田美術館

図09　毘沙門天図模本
狩野常信・雪舟原本
東京国立博物館
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図10　洪武二十八年版出相観音経（如日虚空住）

図12　卓峰道秀　観音変相図（帝釈身）
東京国立博物館

図13　文室宗言　観音三十三変相図（帝釈身）
相国寺

図11　明兆　三十三観音図（如日虚空住）
東福寺
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図15　文室宗言　観音三十三変相図（火阬変成池）
相国寺

図14　卓峰道秀　観音変相図（火阬変成池）
東京国立博物館

図16　明兆　三十三観音図（火阬変成池）
東福寺

図17　原在中　観音三十三身（蚖蛇及蝮蝎）
酬恩庵
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図18　伝狩野探幽　三十三観音図（天大将軍身）
香雪美術館

図19　伝狩野探幽　三十三観音図（天龍夜叉）
香雪美術館

挿図の引用元は次の通り。

図01・図11・図14・図16　「禅寺の絵師たち」展図録（山口県立美術館、1998年）
図02・図03　「狩野山楽・山雪」展図録（京都国立博物館、2013年）
図04　大池寺パンフレット
図05・図06・図12　『東京国立博物館図版目録《仏画篇》』（東京国立博物館、1987年）
図07　「中国憧憬　日本美術の秘密を探れ」展図録（町田市立国際版画美術館、2007年）
図08　「国宝の殿堂　藤田美術館」展図録（奈良国立博物館、2019年）
図09　「雪舟への旅」展図録（山口県立美術館、2006年） 
図10　逸見梅栄『満蒙北支の宗教美術　8』（丸善、1944年）
図13・図15　「いのりの四季　仏教美術の精華」展図録（相国寺承天閣美術館、2020年）
図17　中野玄三監修『観音三十三身』（酬恩庵、1985年）



洪洪武武2288年年版版出出相相観観音音経経
（（11339955年年））

（（AA））
明明兆兆
三三十十三三観観音音図図（（3311幅幅））
応応永永1199年年（（11441122））
東東福福寺寺

即即現現佛佛身身 黒黒風風吹吹其其舩舩舫舫 若若為為大大水水所所漂漂

（（BB））
観観音音三三十十三三身身像像
嘉嘉吉吉33年年（（11444433））
藤藤田田美美術術館館

（（CC））
伝伝狩狩野野探探幽幽
三三十十三三観観音音図図
香香雪雪美美術術館館

（（DD））
狩狩野野山山雪雪
三三十十三三観観音音図図（（22幅幅））
正正保保44年年（（11664477））
東東福福寺寺

（（EE））
卓卓峰峰道道秀秀
観観音音変変相相図図
延延宝宝55年年（（11667777））
東東京京国国立立博博物物館館

（（FF））
文文室室宗宗言言
観観音音三三十十三三変変相相図図
元元禄禄1155年年（（11770022））以以降降
相相国国寺寺

（（GG））
勝勝部部如如春春斎斎
三三十十三三観観音音図図
茂茂松松寺寺

（（HH））
原原在在中中
観観音音三三十十三三身身
寛寛政政55年年（（11779933））
酬酬恩恩庵庵
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別表



長長者者身身 小小王王身身 毘毘沙沙門門身身 天天大大将将軍軍身身 大大自自在在天天身身 自自在在天天身身 帝帝釈釈身身 梵梵王王身身 聲聲聞聞身身 辟辟支支佛佛身身
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龍龍魚魚諸諸鬼鬼難難 火火阬阬変変成成池池 執執金金剛剛神神 天天龍龍夜夜叉叉 童童男男童童女女身身 婦婦女女身身 比比丘丘比比丘丘尼尼優優婆婆塞塞優優婆婆夷夷身身 婆婆羅羅門門身身 宰宰官官身身 居居士士身身
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雲雲雷雷鼓鼓掣掣電電 蚖蚖蛇蛇及及蝮蝮蝎蝎 若若悪悪獣獣囲囲繞繞 或或遭遭悪悪羅羅刹刹 咒咒詛詛諸諸毒毒薬薬 或或囚囚禁禁枷枷鎖鎖 或或遭遭王王難難苦苦 或或値値怨怨賊賊繞繞 堕堕落落金金剛剛山山 如如日日虚虚空空住住
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